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＜連絡事項＞
・10/8、9の2日間で、職員のインフルエンザ予防接種実施予定。
・時間：15：00～
・場所：4Fユーティリティ
・患者様のインフルエンザ予防接種の確認と家族連絡を早急に実施して下さい。
＜入退院・入室状況＞
【退院】

・鹿原　良三様
・田代　浩太様　13：00

＜患者様連絡情報＞
・坂　きわ様～やわたクリニックからの持参薬、同内容で28日分処方。
・手塚　辰昭様～赤十字病院からの持参薬、同内容で42日分処方。
　　　　　　　　主治医より退院支援の指示があり、関係部署と調整していく。
・岡村　トミ様～PSW大川より連絡がある。状態的には転入院でお受けできるものの、本人との面談の際リハビリに対する意欲があまりみられなかったこと、ご家族から意向を伺った際に、「本当は岸原病院でもいいんだけど転入院後3ヶ月はとってくれないから」「リハビリできればできたでいいけど見守りしてくれるのであれば施設でも」との言葉があり、同院としては、家族・本人が良くなろうという意識がなければ治療の環境が逆に悪くなるのではという考えであった為、今一度、本人・家族の意向を確認し、結果を報告する事としている。
・鹿原　良三様～次女様が10/10(土)以降、支払いの為に来院されるとの事。その際、
家族返却の衣類がある為、家族様来院時、医事より電話頂く事にな
っている。
・高橋　康一様～本日診察時、本人の方から、娘様がシエーグレン症状群で入院加療が必要となったという状況となったため、本人も病院についていく必要などが生じたことから退院希望が聞かれ、R2.10.9　10：00退院となる。初外来：R2.10.14　11：30予約。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。午前中、部屋を飛び出し、他者のコップを盗る等の迷惑行為の為、
早めに開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。解除中、車椅子上で居眠り見られ、他者トラブルや不穏興奮はない。拘束中のスタッフコールも目立たず、穏やかに過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。午前・午後1時間の拘束一時解除実施。解除中の問題行動はない。私物の整理をして過ごす。各食後のレボトミン錠（50）（25）は拒薬している。対面時穏やか、礼節は保たれている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。朝食介助し全量摂取。食後腹満著明で、固定不可の為、体幹の拘束を一時解除。排泄後、位置調整し体幹の拘束再開している。排便ない為、腹部マッサージ実施している。自傷行為に関しての訴え持続している。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～スタッフ介助にて各食全量摂取。午前対面時は自傷行為についての
発言や希死的発言あるが、不穏や興奮は見られず対応は穏やか。午後
の対面時、行動化について問うと、首を振って否定している。拘束
部位の循環障害等はない。
・本木　孝子様～各食全量摂取。他者交流見られるが過干渉さはない。日課もスムーズに行いスタッフ対応も穏やか。
・寺地　徳和様～クリームと茶色の間位の普通～泥状便あり。腹痛ごく軽度自制内で
経過。排便があったらみせてほしい事を伝えている。便性状や腹部　　　　
症状注意していく。
・川口　ヨネ様～各食1/3摂取。徘徊著明で他室侵入する事あり、都度誘導行うが帰宅要求はなく穏やか。ドアノブ弄りもない。
・是川　雪子様～各食全量摂取。車椅子から立ち上がり、声掛け要しているが、帰宅要求や不穏さはなく、余暇時はテレビを見て過ごす。
・島　龍太郎様～ゼロの会にて自室で縊首行為があった事を話す。生命の危機がある事から大部屋に移動となる。
主治医よりネット購入品渡す許可あり。看護師と確認しながら、約40冊の本や私服を渡すが、アルコール関係の本やひも付きの靴・ガラス製品は預かる。
ネット購入の件や携帯電話の使用方法を守れなかった事については、職場の上司に報告していく事となる。
＜田名部Dr診察情報＞

・若沢　理子様～病状に左右された行動は少なくなっているが、声掛けに対する日課はまだ円滑には出来ず、幻聴の訴えもあり。コントミン（50）1T昼食後→コントミン（25）3T 3×1/毎食後に増量。
・袴田　将志様～表情穏やかに診察室へ来る。夜間の中途覚醒があり、眠剤の調整を希望している。さらに、多飲水傾向があり体重が2㎏程度増加。本人より、1日３ℓ水を飲用したいと希望あるがこれからも1日2ℓまでとしていく。
・小澤　和子様～診察時は主治医に対してはつじつまの合う対話が出来ている。排便が３～４日に１回であることや、作業療法はいまいち頑張れないことや「三沢に帰りたい」などと訴えている。同処方継続。
・田代　浩太様～主治医、父親、御本人、での面談の結果本日13時退院となる。退院処方14日分、その間に東病院への転院も検討し、東病院外来予約時に紹介状が必要となった際は当院に電話をして依頼する事となる。また、父より、今後再入院が必要となった際は、東病院には入院施設が無い為、当院を希望しているとの訴えあり。主治医に報告し、当院でのきまりや約束事をしっかり守ることができれば引き受けますと返答している。
・小泉　裕子様～表情穏やかに診察室に入室する。日赤ではこちらの入院期間も３日くらいと説明していたがいつまで入院か。そろそろ退院したいと訴える。主治医としては出来るだけ退院できるように進めたいと説明している。着るものが無くて買いにも行けないと訴える。さらに姉が今身体拘束をされているからお世話をしてくれないとやや妄想的な内容も訴えている。ハロペリドール3㎎/日→2㎎に減量。レキサルティ1㎎/日→2㎎に増量。
・安達　貴浩様～鼻水あり。PL顆粒1日3回、毎食後2日分処方あり。
・小笠原久年様～小走りで診察室に入室する。キーパーソンさんが喋ってくると幻聴でイライラする事を訴える。また、正月外泊をしたいと希望あり。母が良ければと主治医から説明する。主治医からも歩行を注意するように本人に伝えている。
・高橋　如来様～診察室では逸脱行為なく静かに出来ている。乳腺炎の診察をしても拒否無く落ち着いている。処方変更なし。
・丹内　栄子様～主治医より洋服を脱がないように、ゴミ箱をあさらないように、きちんと履物を履くようにと説明を受けにこやかな笑顔で対話している。処方変更なし。
・藤井　孝蔵様～腹部膨満感と嘔気を訴えていたが、今朝排便あり、その後は落ち着いたと話されている。同処方継続。
・佐藤　セツ様～食事の摂取量が減少傾向であるが、車椅子に移乗して過ごす事も出来ているとのこと。対話でのつじつまが合わない事もある。

ゾルピデム（5）1T 1×1/寝る前内服開始となる。
・長瀬　伸也様～やや診察前は落ち着かない様子でホール内をうろうろ徘徊している。診察では主治医に自分でどのくらい良くなったと思うかと尋ねられると、１００％と返答している。今月１５日に措置を解除する方向で検討する事とし、本人にも近いうちに措置解除する事を伝えている。
・三浦　久司様～最近バイタルサインの悪化もなく排尿トラブルもなし。浮腫や血圧上昇もなし。精神症状面でも、妄想や現実検討力の喪失などもなく、穏やかに疎通がとれている。オランザピンと、ふたたびアリピプラゾールを使用していく事となる。診察中の対話も穏やか。処方変更無し。　　　　　　　　　　　　　　　　
・立花　圭様～落ち着いた表情で診察を受けている。アニメの話はしているが、自分の容姿にこだわった話はしていないとの事でやや落ち着いてきたとも思われる。処方変更なし。
・坂　きわ様～表情穏やかに診察を受けている。乱雑な言語は無し。施設に復帰す方向で進めていく事をご本人にも説明する。
・高橋　康一様～10月3日に、西病棟から東病棟に移動していた。その後は、プログラムも実施できていたが、本日診察時に、本人の方から、娘様がシエーグレン症状群で入院加療が必要となり、明日入院予定。病院についていく必要などが生じたことから退院を希望する。明日退院とする。その後の通院は希望される。レグテクトは内服をしていくこととしている。バルサルタンOD錠（40）1T 1×1/朝食後追加処方。
・島　龍太郎様～診察時は敬礼するように主治医に礼をしている。アマゾンで多量に買い物をしたことを謝罪したいという。今後通信販売などはもう絶対に購入しない為、スマホの使用は認めてほしいと訴える。診察時は主治医からは通話時とラインを送る時のみ使用するように説明あるが、決められた事が守られない状態から、通話のみ携帯電話使用する事となる。
「私はうつ病ですか」「自分では躁うつ病だと思う」「薬に興味があって、デパス、アリピプラゾールが飲みたい」と言う。さらに「自失願望が強い」と言う言動もあり。主治医より、現在はうつ病であり、躁うつ病は３～４年経過観察して診断名を付ける事を説明する。さらに、デパスは興味半分で服用するものではなく依存性の強くなる薬物であることを説明するがやや執拗に処方を希望する言動あり。現在は不安、ハラハラ感、苛々感から、入院時と同じ症状になっていると訴え内服薬を調整する事となる。10/11（日）～内服開始予定。バレリン（100）2錠 2×1/朝、夕開始。アルプラゾラム錠（0.4）3T 3×1/毎食後開始となる。
＜皮膚科診察情報＞
・田代　浩太様～漸次軽快、同前処置。　テルビナフィンクリーム　1本処方。
・鈴木　徳美様～漸次軽快、同前処置。
・沖田　康夫様～特変なし　同前処置。
・木村　美智子様～特変なし　同前処置。
・水梨　孝純様～特変なし　皮弁切除、同前処置。
・川口　ヨネ様～顔面左側に3㎝×1.5㎝の表皮剥離。鼻唇部、下顎にも軽度小範囲の表皮剥離。ソフラチュール＋ガーゼ

ソフラチュール　3枚
・岡村　トミ様～右臀部に発赤、腫脹、中央部に白色壊死、疼痛（＋）、
病名：膿皮症

クラリスロマイシン（200）2T　2×朝・夕　7日分処方。
　　　　　　　　テラマイシン軟膏　1本処方。
